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　2017 年 11 月 10 日、星が丘キャンパス大学会館 3 階 SPIRIT にて「共有しうる想像力　ゴー
ストの顕現、あるいはグローバル時代の不可視の可視化」と題した国際文化フォーラムが開
催されました（詳しくは藤岡先生の活動報告を参考に）。
　伊藤先生とガリモア先生の興味深い発表の後に、私は「『春の祭典』は「バレエにしてバ
レエにあらず」―ヨーロッパにおける「マレビト」―」をタイトルとした発表を行いました。
その要旨は以下の通りです。
＜報告要旨＞
　能楽において、『翁』は、世阿弥の有名な言葉、「翁は能にして能にあらず」からして、特
別な一曲としてみなされています。というのも、『翁』はただの劇ではなく、むしろ神聖な
儀式であるからです。日本では、「翁」の姿で年明けに顕現する神は天下泰平、国土安穏、
五穀豊穣を祈祷する儀式を通して、「客
まれ
人
びと
」の文化が継承されています。
　「まれびと」は日本特有の文化であるかというと、決してそうではありません。キリスト
教化以前のヨーロッパにも「マレビト」の文化が存在しました。ヨーロッパでは、キリスト
教によってこの文化が失われたかというと、そうではありません。意外にも、「マレビト」
は日欧の想像力において共有の存在です。
　世阿弥の言葉にちなんで題名付けら
れた本発表では、ロシア・バレエ団の
名作、『春の祭典』の初演をめぐる騒
動を取り上げ、ヨーロッパにおける「マ
レビト」について考察します。
　今回、私は、活動報告として、国際
文化フォーラムのために行った発表の
スライドとその解説文を提供いたしま
すので、フォーラムに参加できなかっ
た方々や学生はこちらの資料を是非参
考になさってください。
『春の祭典』は「バレエにしてバレエにあらず」
―ヨーロッパにおける「マレビト」―
Marco SOTTILE
活動報告
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・本発表はバレエ・リュスの代表作、『春の
祭典』に注目します。
・『春の祭典』のパリ初演が大きなスキャン
ダルになったことで有名な作品です。
・では、
　＞なぜ『春の祭典』がスキャンダルを起こ
したのか？
　＞当時、フランス人評論家がどの論拠に基
づいてこの作品を批判したのか？
　＞なぜ『春の祭典』が特別なバレエなのか？
　という点を明らかにしたいと思います。
・この問題を明らかにするために、『春の祭
典』に登場するヨーロッパの「マレビト」
に焦点を当てることにしました。
・ 10 世紀から 20 世紀に至るまで、ヨーロッ
パにおける「マレビト」のシンボリズムの
変貌をたどりながら、『春の祭典』の特殊
性について考察を試みます。
　まず、『春の祭典』について述べます。こ
の作品を作り上げたのはこの 3 人です。
・ストラヴィンスキーは『春の祭典』の台
本と音楽作曲を担当しました。1910 年に、
ストラヴィンスキーがバレエ・リュスの『火
の鳥』の音楽を作曲し、パリで大きな反響
を呼びました。
・リョーリフはロシア人の画家、作家、哲学
者、考古学者であり、スラヴの民族文化を
追求する知識人でした。
・ニジンスキーはバレエ・リュスの天才ダン
サーでした。振付師として非常に革新的
で、古典的バレエの様式を一変させた人物
です。
・『春の祭典』のあらすじは左に書いている
通りです。
・『春の祭典』を見たことがない方は、 次の
映像紹介のサイトを参考してください。
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・ « Les 100 ans du sacre du printemps par le théâtre Mariinski »
　https://www.youtube.com/watch?v=_QZXrPJGLJ0
・当時にしては、信じがたい光景でしたが、初演の真っ最中、普段礼儀正しさを重んじるパ
リのエリートが野次やブーイングを飛ばし、大騒動を起こしました。
・ここで批判した側の評論家の言い分をまとめました。
・たくさんの批判の中で特に注目したいのはマインドマップの真ん中の部分です。
・批判のキワードとして、「野蛮」という言葉が特に目立ちます。
・一体なぜパリのエリートの一部が『春の祭典』に「野蛮」というレッテルを貼ったのか？
　＞この質問に答えるために、『春の祭典』に登場する「祖先」が鍵になると思います。
　＞東ヨーロッパでは別称で「ジャディ」と呼ばれているマレビトです。
　＞その由来は不明ではあるが、スラヴ文化
の地域では、現在でも春と秋の祭りに登
場します。
　＞リョリーフの絵では、狼、トナカイ、熊、
巨人という姿で現れます。
　＞山から降りてきた「ジャディ」が村の豊
かさを祈って、清めの儀式や踊りを行い
ます。
・「ジャディ」のような「マレビト」は現在
でもヨーロッパ各地に存在しています。
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・厳密にいうと、「マレビト」というのは日
本の民俗学者が作った概念であり、ヨー
ロッパでは「ジャディ」のような存在は「獣
人」（ワイルドマン）という大きなカテゴ
リーに入っています。
・「獣人」はヨーロッパのキリスト教化とい
う長いプロセスの中で誕生し、特に西ヨー
ロッパで発展しました。つまりキリスト教
以前に存在していた多神教とキリスト教の
ぶつかり合いの中で誕生したものです。
・「獣人」は様々な姿や形で、民衆の祭り、文学、劇などに登場する人物であり、また様々
な時代の特徴を理解するためのキー概念でもあります。
・今から簡単に「獣人」の歴史に触れたいと思います。
・「獣人」の原型は古代ギリシアが見た東洋
とそこに住んでいる怪物の描写にあるとさ
れています。
・例えば、10 世紀の英文学の作品「東洋の
不思議」が古代ギリシアの文学の影響を受
け、インド、ペルシア、バビロニアなどに
住んでいる巨人やグロテスクな怪物を描い
ています。
・12世紀以降、「獣人」の描き方が変わります。
・11世紀の新約聖書に登場するバビロニアの
王「ネブカドネザル」が東洋の怪物と同じ
ように描かれ、体に毛が生えていないこと
が特徴です。
・12世紀に書かれた聖書では、「ネブカドネ
ザル」の体中に毛が生え、動物の世界に属
するものとして描かれるようになりました。
・中世における「獣人」の典型的な描き方は毛深い、そして根がついたままの木を持ち歩く
「Homines Silvestres」（森の人間）と呼ばれてきた人物です。
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・「獣人」の 研 究 者 に よ る と、「Homines 
Silvestres」は古代ギリシアから見た東洋
の神話と古代ローマ文化が生んだ神話の融
合です。
・「エンキドゥ」は古代ギリシアが語ったバ
ビロニアの神であり、動物の保護神です。
・「シルウァヌス」と「シーレヌス」は古代
ローマにおいて森と山の守護神です。
・こうして「Homines Silvestres」と呼ばれ
ていた「獣人」は東洋からヨーロッパの森
に潜んでいる人物となりました。
・15世紀以前において「獣人」が東洋の怪物
のワールドマップが示しているように「文
明の世界」と「野蛮の世界」、言い換える
とキリスト教化された「西洋」と異教の「東
洋」の境界線に存在し、この二つの世界の
対立を象徴するものでした。
・キリスト教化された「西洋」に潜んでいる
「獣人」は神話化された「東洋」から来た
脅威を象徴し、心身の異常を表す毛深さに
よって悪魔、野獣とみなされ、不合理、不
道徳的な異端者です。
・封建時代において、教会を守り、キリスト
教を定着させようとしたヨーロッパ中の王
や主君が非キリスト教を象徴する「獣人」
を制御しなければならなかったのです。王
や主君は「獣人」を追い払い、または奴隷
にすることで、教会そして自分の権力を見
せ示すことができました。
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・15 世紀になると、ヨーロッパの中世期が
幕を閉じようとします。その転換点はロー
マ・カトリック教会の権威を訴えたプロテ
スタントの宗教改革です。科学の発展、そ
して封建制に対する不満が高まる 15 世紀
以降のヨーロッパでは、「獣人」のシンボ
リズムが複雑化します。
・まず、「獣人」は人間の内面に潜んでいる「野
獣」を象徴するようになります。
　例えば、取り憑かれた男・狼男は人間の非
合理的な行為の典型的な描き方です。
・そして、「獣人」は美化された「自然状態」
の象徴となります。森に住む独り者として
描かれてきた「獣人」が洞窟に住む「獣人」
の家族として描かれるようなりました。
・この変化の背景にはヨーロッパにおける都
市化があげられます。当時、人間が集中す
る都市は楽園とは正反対の場所であり、疫
病、犯罪、まるで聖書に出てくる罪の都市
ソドムとゴモラのようなものでした。こう
して「獣人」は失われた自然を象徴するよ
うになりました。
・プロテスタントの宗教改革はローマ・カト
リック教会と封建制を猛烈に非難しまし
た。「獣人」がその非難のツールとなりま
した。
・左の版画に描かれている「獣人」は封建制
を倒す巨人。
・右の版画はローマ法王を「獣人」として描
いている風刺画。
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・14 世紀にイタリアで始まったルネサンスは 16 世紀まで西ヨーロッパ各国に広まります。
・ルネサンスとは「再生」を意味し、古代ギリシア、古代ローマの文化を復興しようとする
文化運動です。
・ルネサンスの考え方は、キリスト教支配のもと、西ヨーロッパでは古代ローマ・ギリシア
文化の破壊が行われたことにより、世界に貢献するような文化的展開をすることはできな
いと主張、つまり、ルネサンス以前の中世は暗黒時代とみなされるようなりました。
・ルネサンスにおいて、「獣人」は宗教改革以降のシンボリズムを維持するのですが、その
描き方が変わります。中世の「獣人」の家族がサテュロスとニンフとその間の子供に変わ
ります。
・サテュロスはギリシア神話に登場する自然の精霊です。いたずらが好きで、本能的にあらゆ
る肉体的快楽をむさぼろうとする醜い存在。
・ニンフはギリシア神話に登場する精霊で
す。山や川、森や谷に宿り、これらを守っ
ている美しい存在。
　真ん中の絵は、ルネサンスにおけるヨー
ロッパ文化の再生論を表し、醜い中世時代
のヨーロッパが古代文化と結んで、新しい
文化を誕生させるというメッセージを込め
ています。
　
・ヨーロッパが啓蒙時代に入ると、「獣人」
が新しい機能を果たすようになります。
・イギリスとフランスが先導した啓蒙思想と
は、理性による思考の普遍性を主張するも
のです。
・「光で照らされること」を意味する「啓蒙」
において、文明の光が超自然的な偏見を取
り払い、人間本来の理性の自立を促すと考
えられていました。
　しかし、当時は、自然科学や人間科学の発展に基づく文明の光や人間の理性に対して疑問
を抱く思想家や芸術家がいました。文明の光を相対化するために、彼らが「獣人」を利用
しました。
・例えば、シェイクスピアの最後の作品、『あらし』に登場する怪獣「キャリバン」が挙げ
られます。このキャラクターは自然の破壊力を象徴します。この劇の中で、キャリバンは
魔法と自然科学を利用するイタリアの王を殺そうとします。キャリバンは自然の復讐を象
徴する「獣人」と考えられます。
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・フランスで発表された『人間不平等起源論』の中で、ルソーは自然状態とは何か、野生の
人とはどのようなものかについて論じた上で、人間の社会における不平等の起源について
論じています。ルソーの結論は、元来の人間は自然状態においては言語、教育、階層は何
もなかったためにその社会では不平等は存在しなかったと。しかし人間が改善能力を発揮
し、理性を獲得すると社会に不平等な階層が生じるようになりました。ルソーはその野生
の人を右の絵、つまり中世の「獣人」として描いています。
・この二つの例によって、啓蒙時代の「獣人」が文明の影を象徴していたことがわかります。
・では、キリスト教以前の時代に存在してい
た信仰はキリスト教や近代思想によって強
い影響を受けたと考えられますが、それらは
完全に飲み込まれていないことは事実です。
・しかし、今まで見てきた「獣人」は主に西
ヨーロッパのエリート社会が論じたもので
した。
・ヨーロッパの民衆文化に焦点を当て始めた
のは民俗学でした。
・民俗学の父と呼ばれているドイツ人のヘルダー氏が『歌の中の人々の声』で当時ドイツの
民衆の間に伝われていた民謡を集め、ドイツ国民の真のアイデンティティを探ろうとしま
した。
・ドイツの国民性の追求はドイツ出身のグリ
ム兄弟の作品にも現れます。
・民衆の童話を集めたグリム兄弟はルネサン
スによる古代ギリシアの「獣人」ではなく、
中世の典型的な「獣人」を復興させました。
そのいい例は『鉄のハンス』の童話であり、
実はこの童話の元のタイトルは『鉄のハ
ンス』ではなく、ドイツ語で『Der Wilde 
Mann』、つまり「獣人」でした。
・こうして「獣人」はドイツ独自の「民俗文化」の象徴となりました。
・ドイツに続いて、19 世紀のロシアも民俗学を利用して、西ヨーロッパの文化的圧力に対
抗するアイデンティティを求め始めました。
・ロシア民俗学の代表としてアレクサンドル・アファナーシェフが挙げられます。
・ロシアの民話研究の第一人者で、スラヴの「自然観」を追求し、今まで西ヨーロッパのエ
リートが注目してこなかった農民の祭りや童話とそれに登場する様々な色鮮やかな「獣人」
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に照明を当てました。
・実は、『春の祭典』の台本に携わったリョ
リーフとストラヴィンスキーはアファナー
シェフの研究を参考にしたことからする
と、『春の祭典』に登場する祖先「ジャディ」
は単なるエクゾティックなものではなく、
19 世紀からロシアが追求してきた独自の
スラヴ文化のシンボルであったことがわか
ります。
　こちらは、「獣人」の象徴的機能の歴史的変貌をまとめた表です。
　「獣人」の歴史から言えるのは、様々な時代において「獣人」が登場すると、人間や社会
について何かを訴える、または何かを批判する役割を果たしたことです。
・冒頭の問題に戻りますと、なぜ『春の祭典』がスキャンダルを起こしたのか？
・「獣人」の歴史的変貌からすると、次のことが言えます。
・『春の祭典』はそれに登場する「獣人」と同じようにローマ・カトリック教会とギリシャ・
ローマの古代文化を基盤とする西ヨーロッパの「文明」に対抗する「民俗文化」の象徴で
した。
（40）
・バレエ・リュスの作品の中で、二種類のも
のが確認できます。パリが代表する西ヨー
ロッパ「文明」に属する『火の鳥』や『牧
神の午後』とロシア独自の民族文化を強調
する『春の祭典』。
・『火の鳥』はロシアの民話をテーマにして
いますが、音楽、振り付け、衣装、すべて
がフランス発祥のバレエ・クラシックの
コードを守っている作品。『牧神の午後』
に関しては、テーマは古代ギリシア神話でしたので、パリのエリートに受け入れやすいも
のでした。
・『春の祭典』はロシア独自の民族文化を強調することによって西ヨーロッパの文化的圧力
に反発し、西ヨーロッパのエリートが切り離そうとしていた中世、またはそれ以前の文化
的アイデンティティを可視化のものにしました。その意味で『春の祭典』はヨーロッパ芸
術史・文化史において特別に位置づけられる作品です。
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